
市債残高の推移（一般会計） 経常収支比率の推移

市債・一時借入金の状況

市の財産

　市の通常の収入のうち、定期的な支出に使われる
割合は95.1％。家計に例えると100万円の収入のう
ち約95万円が食費やローンの返済などの経常的な
支出に使われていることになります。この数値が高
くなるほど臨時的な支出に対応しにくくなります
が、5年度は前年度より1.3％高くなりました。

5年度特別会計の決算額5年度特別会計の決算額

6年度の予算執行状況6年度の予算執行状況
（9/30現在） 市債の現在高

市民一人当たり（人口202,094人）
※一時借入金は、9/30現在ありませんでした。

一般会計 1,022億3,214万円

特別会計 107億658万円

一般会計 505,864円

特別会計 52,978円

（　）内は前年同時期

特　別　会　計 歳　　入 歳　　出 令和6年度へ
繰り越したお金 手元に残るお金

国民健康保険事業（事業勘定） 209億7,533万円 208億9,801万円 0万円 7,732万円
介護保険事業（保険勘定） 229億7,118万円 228億1,630万円 0万円 1億5,488万円
後期高齢者医療事業 41億838万円 40億9,088万円 0万円 1,750万円
港湾整備事業 6億2,864万円 6億2,863万円 1万円 0万円
臨海土地造成事業 48億7,794万円 48億7,315万円 0万円 479万円
集落排水事業 5億9,122万円 5億7,322万円 0万円 1,800万円
その他の特別会計 6億5,887万円 5億6,800万円 140万円 8,947万円

合　　計 548億1,156万円 544億4,819万円 141万円 3億6,196万円
特別会計は特定の事業を行うために、一般会計とは別の財布を設けてお金の管理をしています。
特別会計の収支が悪化すると、それを補うために一般会計から特別会計へ繰り出すお金が増加する場合があります。
そのため、一般会計の過度の負担にならないよう、各特別会計の財政状況の健全化に努めています。
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（189億9,4３2万円）（189億9,4３2万円）

　市債の残高は家計においてローンの残高に例えられま
す。将来負担を軽減させるため、残高を減少させていくこと
が大切です。5年度は、国が臨時財政対策債の発行額を縮減
したことなどにより、4年度よりも市債残高は減少してい
ます。

※両会計とも、今後開会される市議会で予算額を変更する
場合があります。
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一般会計予算額
1,142億4,037万円

特別会計予算額
520億6,226万円

呉市の家計簿

※消費税引き上げに伴う地方消費税交付金の増収分（29億3,265万円）は生活保護などの扶助費に介護保険事業などの特別会計へ
の繰出金を加えた社会保障費（一般財源154億383万円）に充当しています。

5年度決算5年度決算

福祉や教育、
まちづくり
などを行う

一般会計と分
けて、国民健康
保険など特定
の事業を行う

歳入

国県支出金
市が行う事業に対し、国・
県から入ってくるお金

　歳出は、4年度と比べて約7億円減少しました。その他
経費のうち繰出金が約5億円増加し、新型コロナウイル
ス感染症が5類感染症へ移行したことによるワクチン接
種事業の縮小などで約14億円減少したことが主な要因
です。

市　債
主に公共事業などの財源
として借り入れるお金

市　税
市税・固定資産税などの
自主財源

歳出

投資的経費
道路など、公共施設整備
のための支出

公債費
公共事業などの財源とし
て借り入れた市債の返済

＋

一般
会計

歳　入
1,121億7,646万円

歳　出
1,080億0,809万円

35億9,286万円
手元に残るお金

令和6年度に
繰り越した事業
に使用する財源
5億7,551万円

＋

特別
会計

歳　入
548億1,156万円

歳　出
544億4,819万円

3億6,196万円
手元に残るお金

令和6年度に
繰り越した事業
に使用する財源
 　　141万円

令和5年度決算
1,121億7,646万円

220.0億円

291.5億円

80.7億円

224.4億円

305.2億円

令和5年度決算
1,080億0,809万円

392.0億円

120.8億円

277.4億円

158.1億円

131.8億円

4年度・5年度の呉市の一般会計決算額を比較すると…

令和4年度決算
1,121億2,229万円

212.9億円

303.3億円

76.1億円

219.7億円

309.2億円

令和4年度決算
1,087億4,599万円

405.9億円

119.8億円

262.8億円

169.9億円

129.1億円

問 財政課 ０８
２３ 25−3278

令和5年度決算や令和6年度
上半期予算の執行状況をお知
らせします。

人件費
職員の給料や退職金、市
議会議員の報酬など

扶助費
福祉施策（児童手当や生
活保護費など）に支出

地方交付税
全国どこの町でも同じよ
うなサービスが受けられ
るよう財政状況に応じて、
国から交付されるお金

その他の収入
公共施設の使用料、保育
料、土地売却収入、前年度
からの繰越金など

その他の経費
公共施設の管理費、特別
会計への繰出金、基金へ
の支出

　歳入は、4年度と比べてほぼ横ばいとなっています。
地方交付税が約5億円、市債が約5億円増加し、国県支出
金が約12億円減少したことが主な要因です。


